
  
 

【具体的な取組】 

事業名 地域医療連携推進事業 

事業概要 ・魚沼地域の医療再編に伴い、圏域内の中核的な医療機能を有する公的病院（魚沼

基幹病院、南魚沼市民病院、南魚沼市立ゆきぐに大和病院、湯沢町立湯沢病院、魚

沼市立小出病院など）を中心とした医療体制の役割分担や連携のほか、医療、介護

及び福祉の連携などが機能的に動くような取組が不可欠となる。医療と地域包括ケ

アシステムの有機的な機能連携を図るため、地域医療連携推進協議会を設置する。

また、地域完結型医療体制の充実を図るため、医療従事者確保の取組を進めるほか、

救急搬送経路整備の取組を行う。 

事業効果 ・効率的かつ効果的な質の高い医療提供体制の確保と適正受診の推進が期待され

る。また、地域包括ケアシステムの構築により、圏域内の中核的な医療機能を有す

る公的病院を中心とした医療、介護及び福祉の連携が推進される。 

現状 ・平成23年に地域医療魚沼学校が開校し、また、平成24年から地域医療再生基金を

活用して地域医師会と自治体が医療再編に向けた事業を実施したことにより、地域

完結型の医療体制（住民参加啓発、多職種連携、コーディネーター育成、高度・急

性期医療等）が整備された。 

・一方、県においても在宅医療の充実を図るため、「南魚沼地域在宅医療連絡協議

会」を設置し、関係機関相互の「顔の見える」関係の構築と自発的な取組を支援し

た。平成28年度以降、本協議会は、南魚沼市及び湯沢町がそれぞれ引き継いでおり、

今後は魚沼市も含めた合同での開催を検討している。 

実施年度 H28 H29 H30 H31 H32 計 

スケジュ

ール 

・現状把握 

・情報交換 

 

 

 

・現状把握 

・関係機関と

の調整 

・各市町によ

る事業実施 

・現状把握 

・関係機関と

の調整 

・各市町によ

る事業実施 

・現状把握 

・関係機関と

の調整 

・各市町によ

る事業実施 

・地域医療連携推進

協議会準備会設置 

・連携事業の検討 

・地域医療コーディ

ネーターの雇用 

 

総事業費 

(単位：千円) 
6,437 10,600 未定 未定 未定 未定 

南魚沼市

の役割 

・医療、介護及び福祉の連携を推進して地域包括ケアシステムの構築に取り組むと

ともに、地域医療連携推進協議会準備会設置に向けたコーディネーターを雇用する

ための現状把握や、各市町の病院の医療連携室との調整を図る。 

魚沼市の

役割 

・医療、介護及び福祉の連携を推進して地域包括ケアシステムの構築に取り組むと

ともに、地域医療連携推進協議会準備会設置に向けたコーディネーターを雇用する

ための現状把握や、各市町の病院の医療連携室との調整を図る。 

湯沢町の

役割 

・医療、介護及び福祉の連携を推進して地域包括ケアシステムの構築に取り組むと

ともに、地域医療連携推進協議会準備会設置に向けたコーディネーターを雇用する

ための現状把握や、各市町の病院の医療連携室との調整を図る。 

備考 ・病診連携等による地域医療の確保に対する財政措置 

・魚沼市及び湯沢町では奨学金制度を設けており、南魚沼市も平成30年度から開始

予定。これにより、圏域全体で医療従事者確保の取組が行われる。 



【変更案】 

【具体的な取組】 

事業名 地域医療連携推進事業 

事業概要 ・魚沼地域の医療再編に伴い、圏域内の中核的な医療機能を有する公的病院（魚沼

基幹病院、南魚沼市民病院、南魚沼市立ゆきぐに大和病院、湯沢町立湯沢病院、魚

沼市立小出病院など）を中心とした医療体制の役割分担や連携のほか、医療、介護

及び福祉の連携などが機能的に動くような取組が不可欠となる。   地域包括ケ

アシステムの有機的な機能連携を図るため、地域医療連携推進協議会を設置する。

また、地域完結型医療体制の充実を図るため、医療従事者確保の取組を進めるほか、

救急搬送経路整備の取組を行う。 

事業効果 ・効率的かつ効果的な質の高い医療提供体制の確保と適正受診の推進が期待され

る。また、地域包括ケアシステムの構築により、圏域内の中核的な医療機能を有す

る公的病院を中心とした医療、介護及び福祉の連携が推進される。 

現状 ・平成23年に地域医療魚沼学校が開校し、また、平成24年から地域医療再生基金を

活用して地域医師会と自治体が医療再編に向けた事業を実施したことにより、地域

完結型の医療体制（住民参加啓発、多職種連携、コーディネーター育成、高度・急

性期医療等）が整備された。 

・一方、県においても在宅医療の充実を図るため、「南魚沼地域在宅医療連絡協議

会」を設置し、関係機関相互の「顔の見える」関係の構築と自発的な取組を支援し

た。平成28年度以降、本協議会は、南魚沼市及び湯沢町がそれぞれ引き継いでおり、

今後は魚沼市も含めた合同での開催を検討している。 

実施年度 H28 H29 H30 H31 H32 計 

スケジュ

ール 

・現状把握 

・情報交換 

 

 

 

・現状把握 

・関係機関と

の調整 

・各市町によ

る事業実施 

・現状把握 

・関係機関と

の調整 

・各市町によ

る事業実施 

・現状把握 

・関係機関と

の調整 

・各市町によ

る事業実施 

・地域医療連携推進

協議会準備会設置 

・連携事業の検討 

・地域医療コーディ

ネーターの雇用 

 

総事業費 

(単位：千円) 
6,437 10,600 6,600 未定 未定 未定 

南魚沼市

の役割 

・医療、介護及び福祉の連携を推進して地域包括ケアシステムの構築に取り組むと

ともに、地域医療連携推進協議会準備会設置に向けたコーディネーターを雇用する

ための現状把握や、各市町の病院の医療連携室との調整を図る。 

魚沼市の

役割 

・地域医療連携推進協議会準備会設置に向けたコーディネーターを雇用するための

現状把握や、各市町の病院の医療連携室との調整を図る。 

湯沢町の

役割 

・地域医療連携推進協議会準備会設置に向けたコーディネーターを雇用するための

現状把握や、各市町の病院の医療連携室との調整を図る。 

備考 ・病診連携等による地域医療の確保に対する財政措置 

・魚沼市及び湯沢町では奨学金制度を設けており、南魚沼市も平成30年度から開始

予定。これにより、圏域全体で医療従事者確保の取り組みが行われる。 

資料１ 

１ 



  
 

【具体的な取組】 

事業名 図書館の相互利用事業 

事業概要 ・地域住民に対する図書館サービスの拡充及び図書館資料の有効活用を図るた

め、現在、南魚沼市と湯沢町との間で行っている図書館の相互利用を魚沼市に

も拡大し、相互利用ができる体制を目指す。 

事業効果 ・圏域内での相互利用を進めることにより、利便性の向上、交流人口の拡大及

び圏域全体への波及効果等が期待できる。併せて、各市町における図書館の利

用拡大と蔵書の効率的な活用も期待できる。 

現状 ・南魚沼市と湯沢町との間では既に「南魚沼地域市町村圏域構成市町の公の施

設の相互利用に関する協定」が締結されている。 

・各市町において利用条件がすべて統一されていないほか、予算を伴うサービ

ス（リクエストや予約）に制限がある。 

実施年度 H28 H29 H30 H31 H32 計 

スケジュ

ール 

・現状把握 

・情報交換 

・各市町調整 

・情報交換 

・各市町調整 

・協定締結 

・事業費算出 

・相互利用 ・相互利用 ・相互利用  

総事業費 

(単位：千円) 
0 0 未定 未定 未定  

南魚沼市

の役割 

・現行の「南魚沼地域広域市町村圏構成市町の公の施設の相互利用に関する協

定」に魚沼市を加える。 

・相互に利用できるよう、システムの調整を図る。 

・南魚沼市民への周知及び情報発信を行う。 

魚沼市の

役割 

・現行の「南魚沼地域広域市町村圏構成市町の公の施設の相互利用に関する協

定」に魚沼市が加わる。 

・相互に利用できるよう、システムの調整を図る。 

・魚沼市民への周知及び情報発信を行う。 

湯沢町の

役割 

・現行の「南魚沼地域広域市町村圏構成市町の公の施設の相互利用に関する協

定」に魚沼市を加える。 

・相互に利用できるよう、システムの調整を図る。 

・湯沢町民への周知及び情報発信を行う。 

備考  

 

  



【変更案】 

【具体的な取組】 

事業名 図書館の相互利用事業 

事業概要 ・地域住民に対する図書館サービスの拡充及び図書館資料の有効活用を図るた

め、現在、南魚沼市と湯沢町との間で行っている図書館の相互利用を魚沼市に

も拡大し、相互利用ができる体制を目指す。 

事業効果 ・圏域内での相互利用を進めることにより、利便性の向上、交流人口の拡大及

び圏域全体への波及効果等が期待できる。併せて、各市町における図書館の利

用拡大と蔵書の効率的な活用も期待できる。 

現状 ・南魚沼市と湯沢町との間では既に「南魚沼地域市町村圏域構成市町の公の施

設の相互利用に関する協定」が締結されている。 

・各市町において利用条件がすべて統一されていないほか、予算を伴うサービ

ス（リクエストや予約）に制限がある。 

実施年度 H28 H29 H30 H31 H32 計 

スケジュ

ール 

・現状把握 

・情報交換 

・各市町調整 

・情報交換 

・各市町調整 

・協定締結 

・事業費算出 

・相互利用 ・相互利用 ・相互利用  

総事業費 

(単位：千円) 
0 0 0 未定 未定  

南魚沼市

の役割 

・現行の「南魚沼地域広域市町村圏構成市町の公の施設の相互利用に関する協

定」により湯沢町と継続して相互利用を進める。 

・魚沼市と施設の相互利用を行うための協定締結を進める。 

・相互に利用できるよう、システムの調整を図る。 

・南魚沼市民への周知及び情報発信を行う。 

魚沼市の

役割 

・南魚沼市、湯沢町と施設の相互利用を行うための協定締結を進める。 

・相互に利用できるよう、システムの調整を図る。 

・魚沼市民への周知及び情報発信を行う。 

湯沢町の

役割 

・現行の「南魚沼地域広域市町村圏構成市町の公の施設の相互利用に関する協

定」により南魚沼市と相互利用を進める。 

・魚沼市と施設の相互利用を行うための協定締結を進める。 

・相互に利用できるよう、システムの調整を図る。 

・湯沢町民への周知及び情報発信を行う。 

備考  

 

 

 

２ 



  
 

【具体的な取組】 

事業名 スポーツ施設及びスポーツクラブの相互利用事業 

事業概要 ・地域住民に対するスポーツ施設の有効活用を図るため、現在、南魚沼市と湯

沢町との間で行っているスポーツ施設の相互利用を魚沼市にも拡大する。 

・総合型スポーツクラブに関しては、広域的に情報を提供するほか、講座を共

同で開催する。 

事業効果 ・地域住民が同一の条件で利用できる。 

・広域的に情報を提供することで、受講可能な講座の選択肢が増える。 

・新規講座を分担して開催できる。 

現状 ・南魚沼市と湯沢町との間では既に「南魚沼地域市町村圏域構成市町の公の施

設の相互利用に関する協定」が締結されている。 

・現在も各市町の地域住民以外を受け入れている総合型スポーツクラブがあ

り、利用者の拡大に取り組んでいる。 

実施年度 H28 H29 H30 H31 H32 計 

スケジュ

ール 

・情報共有 ・情報共有 

・対象施設、

利用方法の

検討、調整 

・情報共有 

・対象施設、

利用方法の

検討、調整 

・情報共有 

・協定締結 

・相互利用 

・情報共有 

・相互利用 

 

総事業費 

(単位：千円) 
0 0 未定 未定 未定  

南魚沼市

の役割 

・現行の「南魚沼地域広域市町村圏構成市町の公の施設の相互利用に関する協

定」に魚沼市を加える。 

・各施設の利用料、減免状況及び利用方法等の情報を把握する。 

・施設管理者との調整を行う。 

・南魚沼市民への周知と圏域への情報提供を行う。 

魚沼市の

役割 

・現行の「南魚沼地域広域市町村圏構成市町の公の施設の相互利用に関する協

定」に魚沼市が加わる。 

・各施設の利用料、減免状況及び利用方法等の情報を把握する。 

・施設管理者との調整を行う。 

・魚沼市民への周知と圏域への情報提供を行う。 

湯沢町の

役割 

・現行の「南魚沼地域広域市町村圏構成市町の公の施設の相互利用に関する協

定」に魚沼市を加える。 

・各施設の利用料、減免状況及び利用方法等の情報を把握する。 

・施設管理者との調整を行う。 

・湯沢町民への周知と圏域への情報提供を行う。 

備考  



【変更案】 

【具体的な取組】 

事業名 スポーツ施設及びスポーツクラブの相互利用事業 

事業概要 ・地域住民に対するスポーツ施設の有効活用を図るため、現在、南魚沼市と湯

沢町との間で行っているスポーツ施設の相互利用を魚沼市にも拡大する。 

・総合型スポーツクラブに関しては、広域的に情報を提供するほか、講座を共

同で開催する。 

事業効果 ・地域住民が同一の条件で利用できる。 

・広域的に情報を提供することで、受講可能な講座の選択肢が増える。 

・新規講座を分担して開催できる。 

現状 ・南魚沼市と湯沢町との間では既に「南魚沼地域市町村圏域構成市町の公の施

設の相互利用に関する協定」が締結されている。 

・現在も各市町の地域住民以外を受け入れている総合型スポーツクラブがあ

り、利用者の拡大に取り組んでいる。 

実施年度 H28 H29 H30 H31 H32 計 

スケジュ

ール 

・情報共有 ・情報共有 

・対象施設、

利用方法の

検討、調整 

・情報共有 

・対象施設、

利用方法の

検討、調整 

・情報共有 

・協定締結 

・相互利用 

・情報共有 

・相互利用 

 

総事業費 

(単位：千円) 
0 0 0 未定 未定  

南魚沼市

の役割 

・現行の「南魚沼地域広域市町村圏構成市町の公の施設の相互利用に関する協

定」により湯沢町と継続して相互利用を進める。 

・魚沼市と施設の相互利用を行うための協定締結を進める。 

・各施設の利用料、減免状況及び利用方法等の情報を把握する。 

・施設管理者との調整を行う。 

・南魚沼市民への周知と圏域への情報提供を行う。 

魚沼市の

役割 

・南魚沼市、湯沢町と施設の相互利用を行うための協定締結を進める。 

・各施設の利用料、減免状況及び利用方法等の情報を把握する。 

・施設管理者との調整を行う。 

・魚沼市民への周知と圏域への情報提供を行う。 

湯沢町の

役割 

・現行の「南魚沼地域広域市町村圏構成市町の公の施設の相互利用に関する協

定」により南魚沼市と相互利用を進める。 

・魚沼市と施設の相互利用を行うための協定締結を進める。 

・各施設の利用料、減免状況及び利用方法等の情報を把握する。 

・施設管理者との調整を行う。 

・湯沢町民への周知と圏域への情報提供を行う。 

備考  

３ 



  
 

【具体的な取組】 

事業名 文化施設の相互利用事業 

事業概要 ・地域住民に対する文化施設の有効活用を図るため、現在、南魚沼市と湯沢町

との間で行っている文化施設の相互利用を魚沼市にも拡大する。 

事業効果 ・地域住民が同一の条件で利用できるため、利用者の増加が見込まれる。また、

施設の規模に応じて、分担して文化事業を開催できる。 

現状 ・南魚沼市と湯沢町との間では既に「南魚沼地域市町村圏域構成市町の公の施

設の相互利用に関する協定」が締結されている。現在も魚沼ホール協会を通じ

てチケットの販売や機材の相互利用を行っている。 

実施年度 H28 H29 H30 H31 H32 計 

スケジュ

ール 

・情報共有 

・共同利用施

設及び利用

方法の検討、

調整 

・情報共有 

・現状把握 

・情報共有 

・現状把握 

・情報共有 

・現状把握 

・対象施設、

利用方法の

検討、調整 

・情報共有 

・対象施設、

利用方法の

検討、調整 

・相互利用 

 

総事業費 

(単位：千円) 
0 0 未定 未定 未定  

南魚沼市

の役割 

・現行の「南魚沼地域広域市町村圏構成市町の公の施設の相互利用に関する協

定」に魚沼市を加える。 

・各施設の利用料、減免状況及び利用方法等の情報を把握する。 

・施設管理者との調整を行う。 

・関係部署等との調整を行う。 

・南魚沼市民への周知と圏域への情報提供を行う。 

魚沼市の

役割 

・現行の「南魚沼地域広域市町村圏構成市町の公の施設の相互利用に関する協

定」に魚沼市が加わる。 

・各施設の利用料、減免状況及び利用方法等の情報を把握する。 

・施設管理者との調整を行う。 

・魚沼市民への周知と圏域への情報提供を行う。 

湯沢町の

役割 

・現行の「南魚沼地域広域市町村圏構成市町の公の施設の相互利用に関する協

定」に魚沼市を加える。 

・各施設の利用料、減免状況及び利用方法等の情報を把握する。 

・施設管理者との調整を行う。 

・関係部署等との調整を行う。 

・湯沢町民への周知と圏域への情報提供を行う。 

備考  

 



【変更案】 

【具体的な取組】 

事業名 文化施設の相互利用事業 

事業概要 ・地域住民に対する文化施設の有効活用を図るため、現在、南魚沼市と湯沢町

との間で行っている文化施設の相互利用を魚沼市にも拡大する。 

事業効果 ・地域住民が同一の条件で利用できるため、利用者の増加が見込まれる。また、

施設の規模に応じて、分担して文化事業を開催できる。 

現状 ・南魚沼市と湯沢町との間では既に「南魚沼地域市町村圏域構成市町の公の施

設の相互利用に関する協定」が締結されている。現在も魚沼ホール協会を通じ

てチケットの販売や機材の相互利用を行っている。 

実施年度 H28 H29 H30 H31 H32 計 

スケジュ

ール 

・情報共有 

・共同利用施

設及び利用

方法の検討、

調整 

・情報共有 

・現状把握 

・情報共有 

・現状把握 

・情報共有 

・現状把握 

・対象施設、

利用方法の

検討、調整 

・情報共有 

・対象施設、

利用方法の

検討、調整 

・相互利用 

 

総事業費 

(単位：千円) 
0 0 0 未定 未定  

南魚沼市

の役割 

・現行の「南魚沼地域広域市町村圏構成市町の公の施設の相互利用に関する協

定」により湯沢町と継続して相互利用を進める。 

・魚沼市と施設の相互利用を行うための協定締結を進める。 

・各施設の利用料、減免状況及び利用方法等の情報を把握する。 

・施設管理者との調整を行う。 

・関係部署等との調整を行う。 

・南魚沼市民への周知と圏域への情報提供を行う。 

魚沼市の

役割 

・南魚沼市、湯沢町と施設の相互利用を行うための協定締結を進める。 

・各施設の利用料、減免状況及び利用方法等の情報を把握する。 

・施設管理者との調整を行う。 

・魚沼市民への周知と圏域への情報提供を行う。 

湯沢町の

役割 

・現行の「南魚沼地域広域市町村圏構成市町の公の施設の相互利用に関する協

定」により南魚沼市と相互利用を進める。 

・魚沼市と施設の相互利用を行うための協定締結を進める。 

・各施設の利用料、減免状況及び利用方法等の情報を把握する。 

・施設管理者との調整を行う。 

・関係部署等との調整を行う。 

・湯沢町民への周知と圏域への情報提供を行う。 

備考  

 

４ 



  
 

【具体的な取組】 

事業名 公民館講座の相互利用事業 

事業概要 ・各市町が開催する講座を地域住民が相互に受講できるようにする。 

事業効果 ・希望する講座の受講が可能になることで、参加者の増加が見込まれ効率化が

図られる。 

・新規講座を分担して開催することができる。 

・圏域内で開催される特色ある講座を受講できるようにすることで、地域住民

が圏域の魅力を再発見し、共有できる。 

現状 ・各市町の在住者及び在勤者を対象に、各市町独自の教養講座を開催している。 

実施年度 H28 H29 H30 H31 H32 計 

スケジュ

ール 

・情報交換 

・普及啓発 

・検討会 

・一部事業実

施 

・情報交換 

・普及啓発 

・検討会 

・一部事業実

施 

・情報交換 

・普及啓発 

・相互利用 

・新規合同事

業の実施 

・情報交換 

・普及啓発 

・相互利用 

・新規合同事

業の実施 

・情報交換 

・普及啓発 

・相互利用 

・新規合同事

業の実施 

 

総事業費 

(単位：千円) 
0 0 未定 未定 未定  

南魚沼市

の役割 

・地域住民が南魚沼市民と同一の条件で受講できるようにする。 

・各市町の講座情報を効果的に発信する。 

・合同で新規講座を企画する。 

魚沼市の

役割 

・地域住民が魚沼市民と同一の条件で受講できるようにする。 

・各市町の講座情報を効果的に発信する。 

・合同で新規講座を企画する。 

湯沢町の

役割 

・地域住民が湯沢町民と同一の条件で受講できるようにする。 

・各市町の講座情報を効果的に発信する。 

・合同で新規講座を企画する。 

備考  

 

  



【変更案】 

【具体的な取組】 

事業名 公民館講座の相互利用事業 

事業概要 ・各市町が開催する講座を地域住民が相互に受講できるようにする。 

事業効果 ・希望する講座の受講が可能になることで、参加者の増加が見込まれ効率化が

図られる。 

・新規講座を分担して開催することができる。 

・圏域内で開催される特色ある講座を受講できるようにすることで、地域住民

が圏域の魅力を再発見し、共有できる。 

現状 ・各市町の在住者及び在勤者を対象に、各市町独自の教養講座を開催している。 

実施年度 H28 H29 H30 H31 H32 計 

スケジュ

ール 

・情報交換 

・普及啓発 

・検討会 

・一部事業実

施 

・情報交換 

・普及啓発 

・検討会 

・一部事業実

施 

・情報交換 

・普及啓発 

・相互利用 

      

・情報交換 

・普及啓発 

・相互利用 

      

・情報交換 

・普及啓発 

・相互利用 

      

 

総事業費 

(単位：千円) 
0 0 0 未定 未定  

南魚沼市

の役割 

・地域住民が南魚沼市民と同一の条件で受講できるようにする。 

・各市町の講座情報を効果的に発信する。 

               

魚沼市の

役割 

・地域住民が魚沼市民と同一の条件で受講できるようにする。 

・各市町の講座情報を効果的に発信する。 

               

湯沢町の

役割 

・地域住民が湯沢町民と同一の条件で受講できるようにする。 

・各市町の講座情報を効果的に発信する。 

               

備考  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 



  
 

【具体的な取組】 

事業名 産官学連携事業 

事業概要 ・国際大学と南魚沼市で行っている「地域産業支援プログラム」（ICLOVE）を

圏域内の企業や事業所を対象に広げることにより、地域産業の全体的な振興を

図る。 

事業効果 ・圏域内において産業の競争力向上や圏域内の企業間で連携強化が期待され

る。 

・圏域内において起業者数の増加が期待される。 

現状 ・南魚沼市では、創業支援事業計画に基づき、産学官金のラウンドテーブルに

よる包括的な創業支援として「地域産業支援プログラム」（セミナー、販路開

拓、経営改善、企業研修等）を行っており、優良なビジネスモデルに対して創

業に必要な資金の一部を支援している。 

・各市町においても、それぞれ独自の創業支援事業に取り組んでいる。 

実施年度 H28 H29 H30 H31 H32 計 

スケジュ

ール 

・情報交換 

・課題共有 

・連携事業検

討 

・各市町調整 

・情報交換 

・課題共有 

・連携事業検

討 

・各市町調整 

・情報交換 

・課題共有 

・連携事業検

討 

・各市町調整 

・事業実施 ・事業実施  

総事業費 

(単位：千円) 
2,000 2,000 未定 未定 未定  

南魚沼市

の役割 

・創業支援事業計画に基づいた創業支援セミナーの相互利用を行う。 

・創業支援に関する事業の情報提供を行う。 

魚沼市の

役割 

・創業支援事業計画に基づいた創業支援セミナーの相互利用を行う。 

・創業支援に関する事業の情報提供を行う。 

湯沢町の

役割 

・創業支援事業計画に基づいた創業支援セミナーの相互利用を行う。 

・創業支援に関する事業の情報提供を行う。 

備考  

 

  



【変更案】 

【具体的な取組】 

事業名 産官学連携事業 

事業概要 ・国際大学と南魚沼市で行っている「地域産業支援プログラム」（ICLOVE）を

圏域内の企業や事業所を対象に広げることにより、地域産業の全体的な振興を

図る。 

事業効果 ・圏域内において産業の競争力向上や圏域内の企業間で連携強化が期待され

る。 

・圏域内において起業者数の増加が期待される。 

現状 ・南魚沼市では、創業支援事業計画に基づき、産学官金のラウンドテーブルに

よる包括的な創業支援として「地域産業支援プログラム」（セミナー、販路開

拓、経営改善、企業研修等）を行っており、優良なビジネスモデルに対して創

業に必要な資金の一部を支援している。 

・各市町においても、それぞれ独自の創業支援事業に取り組んでいる。 

実施年度 H28 H29 H30 H31 H32 計 

スケジュ

ール 

・情報交換 

・課題共有 

・連携事業検

討 

・各市町調整 

・情報交換 

・課題共有 

・連携事業検

討 

・各市町調整 

・情報交換 

・課題共有 

・連携事業検

討 

・各市町調整 

・事業実施 ・事業実施  

総事業費 

(単位：千円) 
2,000 2,000 2,000 未定 未定  

南魚沼市

の役割 

・創業支援事業計画に基づいた創業支援セミナーの相互利用を行う。 

・創業支援に関する事業の情報提供を行う。 

魚沼市の

役割 

・創業支援事業計画に基づいた創業支援セミナーの相互利用を行う。 

・創業支援に関する事業の情報提供を行う。 

湯沢町の

役割 

・創業支援事業計画に基づいた創業支援セミナーの相互利用を行う。 

・創業支援に関する事業の情報提供を行う。 

備考  

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 



  
 

【具体的な取組】 

事業名 圏域観光情報窓口事業 

事業概要 ・越後湯沢駅内の広域観光情報センターを圏域の観光情報窓口に位置付け、イ

ンバウンド観光にも対応した観光案内サービスを行う。また、観光メニュー（温

泉など目的別観光案内）の開発や、圏域観光情報をSNS等に掲載する。 

事業効果 ・圏域全体の観光情報を発信することにより、圏域内の観光入込客数の増加や

滞在期間の延長が期待できる。 

現状 ・現在の越後湯沢駅内の広域観光情報センターは、湯沢町とえちご魚沼観光開

発協議会（南魚沼市・湯沢町・JR東日本・NEXCO 東日本）が湯沢町観光協会に

委託し、観光案内業務を行っている。 

・現在、広域観光情報センターでは、把握可能な範囲で各市町の観光情報を案

内しているものの、対応できない場合にはその都度問合せ先を紹介している。 

実施年度 H28 H29 H30 H31 H32 計 

スケジュ

ール 

・雪国観光圏、

えちご魚沼観

光開発協議会、

湯沢町観光協

会との調整 

・経費負担等の

協議 

・雪国観光圏、

えちご魚沼観

光開発協議会、

湯沢町観光協

会との調整 

・経費負担等の

協議 

・雪国観光圏、え

ちご魚沼観光開発

協議会、湯沢町観

光協会との調整 

・経費負担等の協

議 

・連携事業（観光

窓口の共同運営）

の試行実施 

・連携事業

の試行実施 

・連携事業

の実施 

 

総事業費 

(単位：千円) 
880  880 未定 未定 未定  

南魚沼市

の役割 

・旬の食事や花の見頃など季節に応じて開催されるイベントや観光資源の情報

提供と財政支援を行う。また、交通事業者に対して便数の増加やダイヤの見直

しを働きかけることで、二次交通の利便性を向上させる。 

魚沼市の

役割 

・旬の食事や花の見頃など季節に応じて開催されるイベントや観光資源の情報

提供と財政支援を行う。また、交通事業者に対して便数の増加やダイヤの見直

しを働きかけることで、二次交通の利便性を向上させる。 

湯沢町の

役割 

・旬の食事や花の見頃など季節に応じて開催されるイベントや観光資源の情報

提供と財政支援を行う。また、交通事業者に対して便数の増加やダイヤの見直

しを働きかけることで、二次交通の利便性を向上させる。 

備考  

 

 



【変更案】 

【具体的な取組】 

事業名 圏域観光情報窓口事業 

事業概要 ・越後湯沢駅内の広域観光情報センターを圏域の観光情報窓口に位置付け、イ

ンバウンド観光にも対応した観光案内サービスを行う。また、観光メニュー（温

泉など目的別観光案内）の開発や、圏域観光情報をSNS等に掲載する。 

事業効果 ・圏域全体の観光情報を発信することにより、圏域内の観光入込客数の増加や

滞在期間の延長が期待できる。 

現状 ・現在の越後湯沢駅内の広域観光情報センターは、湯沢町とえちご魚沼観光開

発協議会（南魚沼市・湯沢町・JR東日本・NEXCO 東日本）が湯沢町観光協会に

委託し、観光案内業務を行っている。 

・現在、広域観光情報センターでは、把握可能な範囲で各市町の観光情報を案

内しているものの、対応できない場合にはその都度問合せ先を紹介している。 

実施年度 H28 H29 H30 H31 H32 計 

スケジュ

ール 

・雪国観光圏、

えちご魚沼観

光開発協議会、

湯沢町観光協

会との調整 

・経費負担等の

協議 

・雪国観光圏、

えちご魚沼観

光開発協議会、

湯沢町観光協

会との調整 

・経費負担等の

協議 

・雪国観光圏、え

ちご魚沼観光開発

協議会、湯沢町観

光協会との調整 

・経費負担等の協

議 

・連携事業（観光

窓口の共同運営）

の試行実施 

・連携事業

の試行実施 

・連携事業

の実施 

 

総事業費 

(単位：千円) 
880  880 992 未定 未定  

南魚沼市

の役割 

・旬の食事や花の見頃など季節に応じて開催されるイベントや観光資源の情報

提供と財政支援を行う。また、交通事業者に対して便数の増加やダイヤの見直

しを働きかけることで、二次交通の利便性を向上させる。 

魚沼市の

役割 

・旬の食事や花の見頃など季節に応じて開催されるイベントや観光資源の情報

提供と財政支援を行う。また、交通事業者に対して便数の増加やダイヤの見直

しを働きかけることで、二次交通の利便性を向上させる。 

湯沢町の

役割 

・旬の食事や花の見頃など季節に応じて開催されるイベントや観光資源の情報

提供と財政支援を行う。また、交通事業者に対して便数の増加やダイヤの見直

しを働きかけることで、二次交通の利便性を向上させる。 

備考  

 

 

７ 



  
 

【具体的な取組】 

事業名 木質バイオマス発電事業 

事業概要 ・地域住民の生活環境の向上、森林整備の促進と森林資源の有効活用を推進す

るため、木質バイオマス発電施設を設置する。 

事業効果 ・間伐実施業者となる森林組合の体制強化・雇用拡大が図られるとともに、森

林所有者の間伐保育費が軽減されることにより、放置森林の減少が期待でき

る。 

現状 ・平成 27年度に関係市町村及び関係団体等を構成員とする「雪のくにの発電」

建設検討会を設置し、実現に向けた検討を進めている。 

・環境省補助事業を活用し、実現可能性調査（FS調査）を実施した結果、当初

の 2000kW/h ガス化発電方式では木質原料の必要量及び買取価格において経営

収支が厳しいことが判明したことから、発電方式等を再検討している。 

実施年度 H28 H29 H30 H31 H32 計 

スケジュ

ール 

・検討会開催 

・木質バイオ

マス資源の

賦存量調査 

・森林管理方

法の検討 

・検討会開催 

・集材、林業

活性化支援 

・集材、林業

活性化支援 

・集材、林業

活性化支援 

・集材、林業

活性化支援 

 

総事業費 

(単位：千円) 
20,150  6,000 未定 未定 未定  

南魚沼市

の役割 
・「雪のくにの発電」建設検討会へ参画する。 

魚沼市の

役割 

・「雪のくにの発電」建設検討会の事務局を担う。 

・環境省補助事業による魚沼地域の持続可能な森林資源活用調査を実施する。 

湯沢町の

役割 
・「雪のくにの発電」建設検討会へ参画する。 

備考  

 

  



【変更案】 

【具体的な取組】 

事業名 木質バイオマス発電事業 

事業概要 ・地域住民の生活環境の向上、森林整備の促進と森林資源の有効活用を推進す

るため、木質バイオマス発電施設を設置する。 

事業効果 ・間伐実施業者となる森林組合の体制強化・雇用拡大が図られるとともに、森

林所有者の間伐保育費が軽減されることにより、放置森林の減少が期待でき

る。 

現状 ・平成 27年度に関係市町村及び関係団体を構成員とする「雪のくにの発電」

建設検討会を設置し、実現に向けた検討を進めてきた。 

・環境省補助事業を活用し、実現可能性調査（FS 調査）を実施した結果、当

初の 2000kW/h ガス化発電方式では木質原料の必要量及び買取価格において経

営収支が厳しいことが判明し、発電方式等の再検討が必要となった。  

・民間の動向を注視しながら、情報交換・情報共有を続けていく。 

実施年度 H28 H29 H30 H31 H32 計 

スケジュ

ール 

・検討会開催 

・木質バイオ

マス資源の

賦存量調査 

・森林管理方

法の検討 

・検討会開催 

・集材、林業

活性化支援 

・集材、林業

活性化支援 

・集材、林業

活性化支援 

・集材、林業

活性化支援 

 

総事業費 

(単位：千円) 
20,150  6,000 150 未定 未定  

南魚沼市

の役割 
・「雪のくにの発電」建設検討会へ参画する。 

魚沼市の

役割 

・「雪のくにの発電」建設検討会の事務局を担う。 

・環境省補助事業による魚沼地域の持続可能な森林資源活用調査を実施する。 

湯沢町の

役割 
・「雪のくにの発電」建設検討会へ参画する。 

備考  

 

 

 

 

 

 

 

８ 



  
 

【具体的な取組】 

事業名 廃棄物処理施設広域化事業 

事業概要 ・従来から行ってきた広域的な取組を維持しながら、新ごみ処理施設を２市１

町で建設することにより、広域的な処理体制を整備する。 

（平成27年２月３日基本合意書調印） 

事業効果 ・広域化することにより、建設及び管理運営費の大幅な経費節減が期待できる。 

・環境負荷の低減が期待できる。 

現状 ・平成35年には、南魚沼市及び魚沼市の廃棄物処理施設が耐用年数を迎えるた

め、大規模な改修工事が必要となる。 

・現在、２市１町担当者の作業部会及び民間委員で構成される新ごみ処理施設

検討委員会を開催し、広域化のメリット・デメリットについて協議を行ってい

る。 

・平成27年11月１日から平成28年４月30日までの間、候補地の一般公募を行っ

た。 

実施年度 H28 H29 H30 H31 H32 計 

スケジュ

ール 

・用地選定 

・地域計画策

定 

・処理方式及

び施設規模

の決定 

・管理運営 

・用地選定 

・地域計画策

定 

・処理方式及

び施設規模

の決定 

 

・環境影響調

査 

・用地取得 

・基本設計 

・環境影響調

査 

・環境影響調

査 

・建設 

・管理運営 

 

総事業費 

(単位：千円) 
1,173,215 1,126,411 未定 未定 未定 未定 

南魚沼市

の役割 

・２市１町で事業を進める。 

・南魚沼市廃棄物対策課に新ごみ処理準備係を設置する。 

・建設地が決まるまでの間は南魚沼市が中心的役割を担う。 

魚沼市の

役割 

・２市１町で事業を進める。 

・南魚沼市に職員を派遣する。 

湯沢町の

役割 

・２市１町で事業を進める。 

・南魚沼市に職員を派遣する。 

備考  

 

 

  



【変更案】 

【具体的な取組】 

事業名 廃棄物処理施設広域化事業 

事業概要 ・従来から行ってきた広域的な取組を維持しながら、新ごみ処理施設を２市１

町で建設することにより、広域的な処理体制を整備する。 

（平成27年２月３日基本合意書調印） 

事業効果 ・広域化することにより、建設及び管理運営費の大幅な経費節減が期待できる。 

・環境負荷の低減が期待できる。 

現状 ・平成35年には、南魚沼市及び魚沼市の廃棄物処理施設が耐用年数を迎えるた

め、大規模な改修工事が必要となる。 

・２市１町担当者の作業部会及び民間委員で構成される新ごみ処理施設検討委

員会を開催し、広域化のメリット・デメリットについて協議を行った。 

・平成30年2月に新ごみ処理施設建設予定地を発表し、地元周辺集落及び関係

各所に対し説明会を開始した。 

実施年度 H28 H29 H30 H31 H32 計 

スケジュ

ール 

・用地選定 

・地域計画策

定 

・処理方式及

び施設規模

の決定 

・管理運営 

・用地選定 

・地域計画策

定 

・処理方式及

び施設規模

の決定 

・管理運営 

・用地取得 

・基本計画策

定 

・地域計画策

定 

・管理運営 

・環境影響調

査 

・用地取得 

・基本設計策

定 

・管理運営 

・環境影響調

査 

・用地取得 

・造成 

・管理運営 

 

総事業費 

(単位：千円) 
1,173,215 1,126,411 1,286,227 未定 未定 未定 

南魚沼市

の役割 

・２市１町で事業を進める。 

・南魚沼市廃棄物対策課に新ごみ処理準備係を設置する。 

・建設地が決まるまでの間は南魚沼市が中心的役割を担う。 

魚沼市の

役割 

・２市１町で事業を進める。 

・南魚沼市に職員を派遣する。 

湯沢町の

役割 

・２市１町で事業を進める。 

・南魚沼市に職員を派遣する。 

備考  

 

 

 

 

 

９ 



  
 

【具体的な取組】 

事業名 し尿等受入処理施設広域化事業 

事業概要 ・従来から行ってきた広域的な取組を維持しながら、新し尿等受入処理施設を２

市１町で建設することにより、広域的な処理体制を整備する。 

事業効果 ・広域化することにより建設費及び管理運営費の大幅な経費節減が期待できる。 

・環境負荷の低減が期待できる。 

現状 ・既存施設の老朽化により、新し尿等の受入処理施設を２市１町で建設している。 

・魚沼市と南魚沼地域（南魚沼市、湯沢町）の負担割合及び支払時期については

合意済みである。（平成26年３月28日協定締結） 

実施年度 H28 H29 H30 H31 H32 計 

スケジュ

ール 

・建設 

・管理運営 

・建設 

・管理運営 

・供用開始 

・管理運営 

・管理運営 ・管理運営  

総事業費 

(単位：千円) 
662,893 509,891 未定 未定 未定 未定 

南魚沼市

の役割 

・２市１町で事業を進める。 

・南魚沼市において施設の建設及び管理運営を行い、魚沼市及び湯沢町から負担

金を徴収する。 

魚沼市の

役割 

・２市１町で事業を進める。 

・共同で費用を負担する。 

湯沢町の

役割 

・２市１町で事業を進める。 

・共同で費用を負担する。 

備考  

 

  



【変更案】 

【具体的な取組】 

事業名 し尿等受入処理施設広域化事業 

事業概要 ・従来から行ってきた広域的な取組を維持しながら、新し尿等受入処理施設を

２市１町で建設することにより、広域的な処理体制を整備する。 

事業効果 ・広域化することにより建設費及び管理運営費の大幅な経費節減が期待でき

る。 

・環境負荷の低減が期待できる。 

現状 ・既存施設の老朽化により、新し尿等の受入処理施設を２市１町で建設してい

る。 

・魚沼市と南魚沼地域（南魚沼市、湯沢町）の負担割合及び支払時期について

は合意済みである。（平成26年３月28日協定締結） 

・平成30年２月28日に新施設が完成し、平成30年度から運用を開始している。 

実施年度 H28 H29 H30 H31 H32 計 

スケジュ

ール 

・建設 

・管理運営 

・建設 

・管理運営 

・供用開始 

・管理運営 

・管理運営 ・管理運営  

総事業費 

(単位：千円) 
662,893 509,891 115,450 未定 未定 未定 

南魚沼市

の役割 

・２市１町で事業を進める。 

・南魚沼市において施設の建設及び管理運営を行い、魚沼市及び湯沢町から負

担金を徴収する。 

魚沼市の

役割 

・２市１町で事業を進める。 

・共同で費用を負担する。 

湯沢町の

役割 

・２市１町で事業を進める。 

・共同で費用を負担する。 

備考  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 



  
 

【具体的な取組】 

事業名 斎場の相互利用事業 

事業概要 ・圏域内の住民が相互に利用する際、使用料の負担軽減を図ることにより、利

便性を向上させる。 

事業効果 ・利用可能な施設の選択肢が拡大されるほか、地域によっては移動時間が短縮

される。 

現状 ・南魚沼市斎場と魚沼市斎場については、既に地域住民の相互利用を行ってい

るものの住所等の要件によって管外使用料が加算されている。 

・それぞれの斎場において、施設の利用条件（利用者要件、減免基準、小動物

の火葬、休日など）が異なっている。 

実施年度 H28 H29 H30 H31 H32 計 

スケジュ

ール 

・情報交換 

・課題検討 

・各市町との

調整 

・情報交換 

・課題検討 

・各市町との

調整 

・情報交換 

・課題検討 

・各市町との

調整 

・情報交換 

・課題検討 

・各市町との

調整 

・相互利用  

総事業費 

(単位：千円) 
0 0 未定 未定 未定  

南魚沼市

の役割 

・魚沼市民からの利用申込みに対し、南魚沼管内（南魚沼市及び湯沢町）住民

と同一の条件で火葬を行う。 

魚沼市の

役割 

・南魚沼管内（南魚沼市及び湯沢町）住民からの利用申込みに対し、魚沼市民

と同一の条件で火葬を行う。 

湯沢町の

役割 

・魚沼市民からの利用申込みに対し、南魚沼管内（南魚沼市及び湯沢町）住民

と同一の条件で火葬を行う。 

備考  

 

  



【変更案】 

【具体的な取組】 

事業名 斎場の相互利用事業 

事業概要 ・圏域内の住民が相互に利用する際、使用料の負担軽減を図ることにより、利

便性を向上させる。 

事業効果 ・利用可能な施設の選択肢が拡大されるほか、地域によっては移動時間が短縮

される。 

現状 ・南魚沼市斎場と魚沼市斎場については、既に地域住民の相互利用を行ってい

るものの住所等の要件によって管外使用料が加算されている。 

・それぞれの斎場において、施設の利用条件（利用者要件、減免基準、小動物

の火葬、休日など）が異なっている。 

実施年度 H28 H29 H30 H31 H32 計 

スケジュ

ール 

・情報交換 

・課題検討 

・各市町との

調整 

・情報交換 

・課題検討 

・各市町との

調整 

・情報交換 

・課題検討 

・各市町との

調整 

・情報交換 

・課題検討 

・各市町との

調整 

・相互利用  

総事業費 

(単位：千円) 
0 0 0 未定 未定  

南魚沼市

の役割 

・魚沼市民からの利用申込みに対し、南魚沼管内（南魚沼市及び湯沢町）住民

と同一の条件で火葬を行う。 

魚沼市の

役割 

・南魚沼管内（南魚沼市及び湯沢町）住民からの利用申込みに対し、魚沼市民

と同一の条件で火葬を行う。 

湯沢町の

役割 

・魚沼市民からの利用申込みに対し、南魚沼管内（南魚沼市及び湯沢町）住民

と同一の条件で火葬を行う。 

備考  
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【具体的な取組】 

事業名 消費生活相談体制の強化事業 

事業概要 ・圏域内の消費生活に関する安全・安心を確保するため、相談内容や対応状況について

情報交換や、圏域内住民の相談窓口利用の自由化により、適切な対応が図られる体制を

構築する。また、２市１町で連携しながら啓発活動を実施するほか、それぞれの相談員

を対象とした学習会を共同で開催する。 

事業効果 ・窓口利用の自由化により利便性が向上し、消費者問題の把握、相談体制の充実が図ら

れる。 

・圏域内で発生した消費生活問題に対し、情報の共有と対応の効率化が図られる。 

・啓発活動を共同で行うことにより、住民に対する啓発を効率的に行うことができる。 

・学習会の共同開催を通して、相談員の質の向上が期待できる。 

現状 ・南魚沼市においては、消費生活センターを設置している。 

・魚沼市においては、H29 年度から消費生活センターを設置している。 

・湯沢町においては、相談窓口で担当職員が対応している。 

実施年度 H28 H29 H30 H31 H32 計 

スケジュ

ール 

・体制づくり 

・啓発活動 

・情報交換 

・相談窓口の

自由化 

・啓発活動 

・情報交換、

学習会開催 

・相談窓口の

自由化 

・啓発活動 

・情報交換、

学習会開催 

・相談窓口の

自由化 

・啓発活動 

・情報交換、

学習会開催 

・相談窓口の

自由化 

・啓発活動 

・情報交換、

学習会開催 

 

総事業費 

(単位：千円) 
0 2,308 未定 未定 未定 未定 

南魚沼市

の役割 

・相談窓口の自由化により、充実した相談体制を構築する。 

・各市町で受け付けた消費生活関連の相談等について情報交換を行う。また、共同

で学習会を開催する。 

・各市町と連携して啓発活動に取り組む。 

魚沼市の

役割 

・相談窓口の自由化により、充実した相談体制を構築する。 

・各市町で受け付けた消費生活関連の相談等について情報交換を行う。また、共同

で学習会を開催する。 

・各市町と連携して啓発活動に取り組む。 

湯沢町の

役割 

・相談窓口の自由化により、充実した相談体制を構築する。 

・各市町で受け付けた消費生活関連の相談等について情報交換を行う。また、共同

で学習会を開催する。 

・各市町と連携して啓発活動に取り組む。 

備考 ・「形成協定」を締結したことにより、消費生活センターを設置していない湯沢町

においても消費生活センターを設置したとみなされた。 

 



【変更案】 

【具体的な取組】 

事業名 消費生活相談体制の強化事業 

事業概要 ・圏域内の消費生活に関する安全・安心を確保するため、相談内容や対応状況

について情報交換や、圏域内住民の相談窓口利用の自由化により、適切な対応

が図られる体制を構築する。また、２市１町で連携しながら啓発活動を実施す

るほか、それぞれの相談員を対象とした学習会を共同で開催する。 

事業効果 ・窓口利用の自由化により利便性が向上し、消費者問題の把握、相談体制の充

実が図られる。 

・圏域内で発生した消費生活問題に対し、情報の共有と対応の効率化が図られ

る。 

・啓発活動を共同で行うことにより、住民に対する啓発を効率的に行うことが

できる。 

・学習会の共同開催を通して、相談員の質の向上が期待できる。 

現状 ・南魚沼市においては、消費生活センターを設置している。 

・魚沼市においては、H29 年度から消費生活センターを設置している。 

・湯沢町においては、相談窓口で担当職員が対応している。 

実施年度 H28 H29 H30 H31 H32 計 

スケジュ

ール 

・体制づくり 

・啓発活動 

・情報交換 

・相談窓口の

自由化 

・啓発活動 

・情報交換、

学習会開催 

・相談窓口の

自由化 

・啓発活動 

・情報交換、

学習会開催 

・相談窓口の

自由化 

・啓発活動 

・情報交換、

学習会開催 

・相談窓口の

自由化 

・啓発活動 

・情報交換、

学習会開催 

 

総事業費 

(単位：千円) 
0 2,308 1,079 未定 未定 未定 

南魚沼市

の役割 

・相談窓口の自由化により、充実した相談体制を構築する。 

・各市町で受け付けた消費生活関連の相談等について情報交換を行う。また、

共同で学習会を開催する。 

・各市町と連携して啓発活動に取り組む。 

魚沼市の

役割 

・相談窓口の自由化により、充実した相談体制を構築する。 

・各市町で受け付けた消費生活関連の相談等について情報交換を行う。また、

共同で学習会を開催する。 

・各市町と連携して啓発活動に取り組む。 

湯沢町の

役割 

・相談窓口の自由化により、充実した相談体制を構築する。 

・各市町で受け付けた消費生活関連の相談等について情報交換を行う。また、

共同で学習会を開催する。 

・各市町と連携して啓発活動に取り組む。 

備考 ・「形成協定」を締結したことにより、消費生活センターを設置していない湯

沢町においても消費生活センターを設置したとみなされた。 
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【具体的な取組】 

事業名 路線バス支援事業 

事業概要 ・圏域内における生活交通等を確保するため、地域公共交通ネットワークであ

る基幹バス路線の運行を維持する。 

・既存の基幹バス路線については、主要公共施設への運行延長を図ることによ

り、地域住民の利便性を向上させる。 

事業効果 ・圏域内の基幹バス路線を確保することにより、通勤、通学又は通院等におけ

る生活交通の維持が図られるとともに、圏域内の交流促進と連携強化が期待で

きる。 

・主要医療機関への交通利便性が図られ、基幹路線バス利用者の増加が期待さ

れる。 

現状 ・基幹バス路線は、通勤や通学における生活交通として利用されている。 

・基幹バス路線の魚沼基幹病院等への乗入れ経路については、バス運行事業者

及び病院等との協議を実施している。 

実施年度 H28 H29 H30 H31 H32 計 

スケジュ

ール 

・経路変更 

・運行継続 

・経路変更 

・運行継続 

・運行継続 ・運行継続 ・運行継続  

総事業費 

(単位：千円) 
24,219 27,592 未定 未定 未定 未定 

南魚沼市

の役割 

・基幹バス路線の運行延長に関する協議と調整を共同して行う。 

・基幹バス路線等の運行延長に伴う経費や運行継続に要する費用を共同で負担

する。 

魚沼市の

役割 

・基幹バス路線の運行延長に関する協議と調整を共同して行う。 

・基幹バス路線等の運行延長に伴う経費や運行継続に要する費用を共同で負担

する。 

湯沢町の

役割 

・基幹バス路線の運行延長に関する協議と調整を共同して行う。 

・基幹バス路線等の運行延長に伴う経費や運行継続に要する費用を共同で負担

する。 

備考  

 

  



【変更案】 

【具体的な取組】 

事業名 路線バス支援事業 

事業概要 ・圏域内における生活交通等を確保するため、地域公共交通ネットワークであ

る基幹バス路線の運行を維持する。 

・既存の基幹バス路線については、主要公共施設への運行延長を図ることによ

り、地域住民の利便性を向上させる。 

事業効果 ・圏域内の基幹バス路線を確保することにより、通勤、通学又は通院等におけ

る生活交通の維持が図られるとともに、圏域内の交流促進と連携強化が期待で

きる。 

・主要医療機関への交通利便性が図られ、基幹路線バス利用者の増加が期待さ

れる。 

現状 ・基幹バス路線は、通勤や通学における生活交通として利用されている。 

・基幹バス路線の魚沼基幹病院等への乗入れ経路については、バス運行事業者

及び病院等との協議を実施している。 

実施年度 H28 H29 H30 H31 H32 計 

スケジュ

ール 

・経路変更 

・運行継続 

・経路変更 

・運行継続 

・運行継続 ・運行継続 ・運行継続  

総事業費 

(単位：千円) 
24,219 27,592 31,300 未定 未定 未定 

南魚沼市

の役割 

・基幹バス路線の運行延長に関する協議と調整を共同して行う。 

・基幹バス路線等の運行延長に伴う経費や運行継続に要する費用を共同で負担

する。 

魚沼市の

役割 

・基幹バス路線の運行延長に関する協議と調整を共同して行う。 

・基幹バス路線等の運行延長に伴う経費や運行継続に要する費用を共同で負担

する。 

湯沢町の

役割 

・基幹バス路線の運行延長に関する協議と調整を共同して行う。 

・基幹バス路線等の運行延長に伴う経費や運行継続に要する費用を共同で負担

する。 

備考  
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【具体的な取組】 

事業名 婚活支援事業 

事業概要 ・各市町で開催されている結婚支援事業（婚活イベント、自己啓発セミナー及

び結婚相談等）について、イベント情報を共同発信することにより、圏域内外

から幅広く参加を促す。また、地域住民が統一された条件の下で支援を受けら

れる体制を実現する。 

事業効果 ・圏域内外において出会いの機会の選択肢が増える。 

・地元で開催される婚活支援事業に参加することに抵抗感を抱く者に対して、

地元以外で開催される事業への参加機会を提供できる。 

・ソーシャルスキルを身に付けるセミナーを開催することによってスキルアッ

プを図り、マッチングの機会を増やす。 

現状 ・魚沼市では独自に実施している一方、南魚沼市と湯沢町では、「南魚沼地域

広域計画協議会」において共同で実施している。 

実施年度 H28 H29 H30 H31 H32 計 

スケジュ

ール 

・各市町との

調整 

・イベント情

報の共同発信 

・相互利用 

・イベント情

報の共同発信 

・相互利用 

・イベント情報

の共同発信 

・相互利用 

・イベント情報

の共同発信 

 

総事業費 

(単位：千円) 
3,600 6,171 未定 未定 未定 

未

定 

南魚沼市

の役割 

・地域住民が同一の条件で参加できる体制を目指す。 

・婚活支援事業に関するイベント情報を共同で発信する。 

・会場となる施設の提供や人的支援等を行う。 

魚沼市の

役割 

・地域住民が同一の条件で参加できる体制を目指す。 

・婚活支援事業に関するイベント情報を共同で発信する。 

・会場となる施設の提供や人的支援等を行う。 

湯沢町の

役割 

・地域住民が同一の条件で参加できる体制を目指す。 

・婚活支援事業に関するイベント情報を共同で発信する。 

・会場となる施設の提供や人的支援等を行う。 

備考 ・交流人口の増加を図りながら、事業効果の向上を図るため、将来的には圏域

外の市町村とも連携を目指す。 

 

  



【変更案】 

【具体的な取組】 

事業名 婚活支援事業 

事業概要 ・各市町で開催されている結婚支援事業（婚活イベント、自己啓発セミナー及

び結婚相談等）について、イベント情報を共同発信することにより、圏域内外

から幅広く参加を促す。また、地域住民が統一された条件の下で支援を受けら

れる体制を実現する。 

事業効果 ・圏域内外において出会いの機会の選択肢が増える。 

・地元で開催される婚活支援事業に参加することに抵抗感を抱く者に対して、

地元以外で開催される事業への参加機会を提供できる。 

・ソーシャルスキルを身に付けるセミナーを開催することによってスキルアッ

プを図り、マッチングの機会を増やす。 

現状 ・魚沼市では独自に実施している一方、南魚沼市と湯沢町では、「南魚沼地域

広域計画協議会」において共同で実施している。 

実施年度 H28 H29 H30 H31 H32 計 

スケジュ

ール 

・各市町との

調整 

・イベント情

報の共同発

信 

・相互利用 

・イベント情

報の共同発

信 

・相互利用 

・イベント情

報の共同発

信 

・相互利用 

・イベント情

報の共同発

信 

 

総事業費 

(単位：千円) 
3,600 6,171 4,944 未定 未定 未定 

南魚沼市

の役割 

・地域住民が同一の条件で参加できる体制を目指す。 

・婚活支援事業に関するイベント情報を共同で発信する。 

・会場となる施設の提供や人的支援等を行う。 

魚沼市の

役割 

・地域住民が同一の条件で参加できる体制を目指す。 

・婚活支援事業に関するイベント情報を共同で発信する。 

・会場となる施設の提供や人的支援等を行う。 

湯沢町の

役割 

・地域住民が同一の条件で参加できる体制を目指す。 

・婚活支援事業に関するイベント情報を共同で発信する。 

・会場となる施設の提供や人的支援等を行う。 

備考 ・交流人口の増加を図りながら、事業効果の向上を図るため、将来的には圏域

外の市町村とも連携を目指す。 

 

 

  

14 



  
 

【具体的な取組】 

事業名 職員の人材育成のための合同研修 

事業概要 ・各市町において実施している独自の職員研修を、圏域の自治体職員を対象と

して合同で実施する。 

・圏域共通のテーマについて職員の合同研修を行う。 

事業効果 ・職員間で各市町や圏域に共通する課題の情報共有が図られ、広域連携の視点

や圏域全体をマネジメントする視点が育まれる。 

・共通する研修を合同で実施することにより、研修経費が削減できる。 

・市町間職員相互の交流によって業務上の連携が深まり、円滑な事務執行や業

務改善を図ることができる。 

現状 ・各市町において実施している独自の研修は共通した内容が多い。 

・各市町においても共通した内容の事業を実施している場合もあるが、各市町

の事業課担当職員が顔を合わせて話し合う機会は少なく、広域連携を検討する

場も少ない。 

・各市町間において担当以外の職員との交流の機会が少ないため、各市町で実

施している先進事例や独自の取組状況についての情報が十分に共有されず、事

務の改善等が進みにくい。 

実施年度 H28 H29 H30 H31 H32 計 

スケジュ

ール 

・実施内容の

調整 

・合同研修等

の実施 

・合同研修等

の実施 

・合同研修等

の実施 

・合同研修等

の実施 

 

総事業費 

(単位：千円) 
0 221 未定 未定 未定 未定 

南魚沼市

の役割 

・職員の参加を促す。 

・研修内容を検討し、庁内の調整を行う。 

・各市町の調整事項等を取りまとめる。 

・研修等を主に運営する。 

魚沼市の

役割 

・職員の参加を促す。 

・研修内容を検討し、庁内の調整を行う。 

湯沢町の

役割 

・職員の参加を促す。 

・研修内容を検討し、庁内の調整を行う。 

備考 ・魚沼地域定住自立圏構想ワーキンググループ会議の開催 

第１回 平成27年10月16日       参加者数 計72名 

第２回 平成28年６月21日       参加者数 計66名 

第３回 平成29年６月29日・７月13日  参加者数 計74名 

 

  



【変更案】 

【具体的な取組】 

 

  

事業名 職員の人材育成のための合同研修 

事業概要 ・各市町において実施している独自の職員研修を、圏域の自治体職員を対象と

して合同で実施する。 

・圏域共通のテーマについて職員の合同研修を行う。 

事業効果 ・職員間で各市町や圏域に共通する課題の情報共有が図られ、広域連携の視点

や圏域全体をマネジメントする視点が育まれる。 

・共通する研修を合同で実施することにより、研修経費が削減できる。 

・市町間職員相互の交流によって業務上の連携が深まり、円滑な事務執行や業

務改善を図ることができる。 

現状 ・各市町において実施している独自の研修は共通した内容が多い。 

・各市町においても共通した内容の事業を実施している場合もあるが、各市町

の事業課担当職員が顔を合わせて話し合う機会は少なく、広域連携を検討する

場も少ない。 

・各市町間において担当以外の職員との交流の機会が少ないため、各市町で実

施している先進事例や独自の取組状況についての情報が十分に共有されず、事

務の改善等が進みにくい。 

実施年度 H28 H29 H30 H31 H32 計 

スケジュ

ール 

・実施内容の

調整 

・合同研修等

の実施 

・合同研修等

の実施 

・合同研修等

の実施 

・合同研修等

の実施 

 

総事業費 

(単位：千円) 
0 221 153 未定 未定 未定 

南魚沼市

の役割 

・職員の参加を促す。 

・研修内容を検討し、庁内の調整を行う。 

・各市町の調整事項等を取りまとめる。 

・研修等を主に運営する。 

魚沼市の

役割 

・職員の参加を促す。 

・研修内容を検討し、庁内の調整を行う。 

湯沢町の

役割 

・職員の参加を促す。 

・研修内容を検討し、庁内の調整を行う。 

備考 ・魚沼地域定住自立圏構想ワーキンググループ会議の開催 

平成27年度から、年１回程度の全体会議を開催 

（平成30年度 参加人数78人、平成27年度～平成29年度 参加延べ人数212人） 

・平成30年度は担当職員向け事前学習会を開催 
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第５章　共生ビジョン掲載事業一覧表

H28 H29 H30 H31 H32 計

南魚沼市 0 9,600 9,600

魚沼市 6,437 1,000 7,437

湯沢町 0 0 0

計 6,437 10,600 未定 未定 未定 17,037

南魚沼市 0 0 0

魚沼市 0 0 0

湯沢町 0 0 0

計 0 0 未定 未定 未定 0

南魚沼市 0 0 0

魚沼市 0 0 0

湯沢町 0 0 0

計 0 0 未定 未定 未定 0

南魚沼市 0 0 0

魚沼市 0 0 0

湯沢町 0 0 0

計 0 0 未定 未定 未定 0

南魚沼市 0 0 0

魚沼市 0 0 0

湯沢町 0 0 0

計 0 0 未定 未定 未定 0

南魚沼市 2,000 2,000 4,000

魚沼市 0 0 0

湯沢町 0 0 0

計 2,000 2,000 未定 未定 未定 4,000

南魚沼市 503 503 1,006

魚沼市 0 0 0

湯沢町 377 377 754

計 880 880 未定 未定 未定 1,760

南魚沼市 0 0 0

魚沼市 20,150 6,000 26,150

湯沢町 0 0 0

計 20,150 6,000 未定 未定 未定 26,150

南魚沼市 771,745 741,227 1,512,972

魚沼市 203,073 195,629 398,702

湯沢町 198,397 189,555 387,952

計 1,173,215 1,126,411 未定 未定 未定 2,299,626

南魚沼市 368,770 288,896 657,666

魚沼市 209,892 157,085 366,977

湯沢町 84,231 78,780 163,011

計 662,893 524,761 未定 未定 未定 1,187,654

南魚沼市 0 0 0

魚沼市 0 0 0

湯沢町 0 0 0

計 0 0 未定 未定 未定 0

南魚沼市 0 2,308 2,308

魚沼市 0 0 0

湯沢町 0 0 0

計 0 2,308 未定 未定 未定 2,308

南魚沼市 16,621 18,086 34,707

魚沼市 6,110 7,960 14,070

湯沢町 1,488 1,546 3,034

計 24,219 27,592 未定 未定 未定 51,811

南魚沼市 600 1,200 1,800

魚沼市 2,400 4,348 6,748

湯沢町 600 623 1,223

計 3,600 6,171 未定 未定 未定 9,771

南魚沼市 0 221 221

魚沼市 0 0 0

湯沢町 0 0 0

計 0 221 未定 未定 未定 221

南魚沼市 1,160,239 1,064,041 未定 未定 未定 2,224,280

魚沼市 448,062 372,022 未定 未定 未定 820,084

湯沢町 285,093 270,881 未定 未定 未定 555,974

計 1,893,394 1,706,944 未定 未定 未定 3,600,338

1
　
生
活
機
能
の
強
化
に
係
る
政
策
分
野

合計

3
　
圏
域
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
能
力

の
強
化
に
係
る

政
策
分
野

（1）人材育成 職員の人材育成
職員の人材育成のための合同
研修

2
　
結
び
つ
き
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク

の
強
化
に
係
る
政
策
分
野

（1）地域公共交通
地域公共交通ネットワークの維
持

路線バス支援事業

（3）交流・移住促進 移住・定住・地域交流の促進 婚活支援事業

（4）生活環境

廃棄物処理等施設の広域化 廃棄物処理施設広域化事業

廃棄物処理等施設の広域化
し尿等受入処理施設広域化事
業

斎場の相互利用 斎場の相互利用事業

消費生活相談体制の強化 消費生活相談体制の強化事業

（3）産業振興

産官学連携 産官学連携事業

観光情報の発信 圏域観光情報窓口事業

林業振興の推進 木質バイオマス発電事業

（1）医療 地域医療等連携推進 地域医療連携推進事業

（2）教育

教育・文化・スポーツ施設の相
互利用

図書館の相互利用事業

教育・文化・スポーツ施設の相
互利用

スポーツ施設及びスポーツクラ
ブの相互利用事業

教育・文化・スポーツ施設の相
互利用

文化施設の相互利用事業

生涯学習の推進 公民館講座の相互利用

備考政策分野 【形成協定】取組内容 事業名 連携市町
事業費（単位：千円）
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第５章　共生ビジョン掲載事業一覧表

H28 H29 H30 H31 H32 計

南魚沼市 0 9,600 0 9,600

魚沼市 6,437 1,000 6,600 14,037

湯沢町 0 0 0 0

計 6,437 10,600 6,600 未定 未定 23,637

南魚沼市 0 0 0 0

魚沼市 0 0 0 0

湯沢町 0 0 0 0

計 0 0 0 未定 未定 0

南魚沼市 0 0 0 0

魚沼市 0 0 0 0

湯沢町 0 0 0 0

計 0 0 0 未定 未定 0

南魚沼市 0 0 0 0

魚沼市 0 0 0 0

湯沢町 0 0 0 0

計 0 0 0 未定 未定 0

南魚沼市 0 0 0 0

魚沼市 0 0 0 0

湯沢町 0 0 0 0

計 0 0 0 未定 未定 0

南魚沼市 2,000 2,000 2,000 6,000

魚沼市 0 0 0 0

湯沢町 0 0 0 0

計 2,000 2,000 2,000 未定 未定 6,000

南魚沼市 503 503 567 1,573

魚沼市 0 0 0 0

湯沢町 377 377 425 1,179

計 880 880 992 未定 未定 2,752

南魚沼市 0 0 0 0

魚沼市 20,150 6,000 150 26,300

湯沢町 0 0 0 0

計 20,150 6,000 150 未定 未定 26,300

南魚沼市 771,745 741,227 794,592 2,307,564

魚沼市 203,073 195,629 354,968 753,670

湯沢町 198,397 189,555 136,667 524,619

計 1,173,215 1,126,411 1,286,227 未定 未定 3,585,853

南魚沼市 368,770 288,896 66,390 724,056

魚沼市 209,892 157,085 15,253 382,230

湯沢町 84,231 63,910 33,807 181,948

計 662,893 509,891 115,450 未定 未定 1,288,234

南魚沼市 0 0 0 0

魚沼市 0 0 0 0

湯沢町 0 0 0 0

計 0 0 0 未定 未定 0

南魚沼市 0 2,308 1,079 3,387

魚沼市 0 0 0 0

湯沢町 0 0 0 0

計 0 2,308 1,079 未定 未定 3,387

南魚沼市 16,621 18,086 16,040 50,747

魚沼市 6,110 7,960 13,961 28,031

湯沢町 1,488 1,546 1,299 4,333

計 24,219 27,592 31,300 未定 未定 83,111

南魚沼市 600 1,200 600 2,400

魚沼市 2,400 4,348 3,348 10,096

湯沢町 600 623 996 2,219

計 3,600 6,171 4,944 未定 未定 14,715

南魚沼市 0 221 153 374

魚沼市 0 0 0 0

湯沢町 0 0 0 0

計 0 221 153 未定 未定 374

南魚沼市 1,160,239 1,064,041 881,421 未定 未定 3,105,701

魚沼市 448,062 372,022 394,280 未定 未定 1,214,364

湯沢町 285,093 256,011 173,194 未定 未定 714,298

計 1,893,394 1,692,074 1,448,895 未定 未定 5,034,363

合計

3
　
圏
域
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
能
力

の
強
化
に
係
る

政
策
分
野

（1）人材育成 職員の人材育成
職員の人材育成のための合同
研修

2
　
結
び
つ
き
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク

の
強
化
に
係
る
政
策
分
野

（1）地域公共交通
地域公共交通ネットワークの維
持

路線バス支援事業

（3）交流・移住促進 移住・定住・地域交流の促進 婚活支援事業

（4）生活環境

廃棄物処理等施設の広域化 廃棄物処理施設広域化事業

廃棄物処理等施設の広域化
し尿等受入処理施設広域化事
業

斎場の相互利用 斎場の相互利用事業

消費生活相談体制の強化 消費生活相談体制の強化事業

（3）産業振興

産官学連携 産官学連携事業

観光情報の発信 圏域観光情報窓口事業

林業振興の推進 木質バイオマス発電事業

1
　
生
活
機
能
の
強
化
に
係
る
政
策
分
野

（1）医療 地域医療等連携推進 地域医療連携推進事業

（2）教育

教育・文化・スポーツ施設の相
互利用

図書館の相互利用事業

教育・文化・スポーツ施設の相
互利用

スポーツ施設及びスポーツクラ
ブの相互利用事業

教育・文化・スポーツ施設の相
互利用

文化施設の相互利用事業

生涯学習の推進 公民館講座の相互利用

政策分野 【形成協定】取組内容 事業名 連携市町
事業費（単位：千円）

備考


